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国営讃岐まんのう公園「ウィンターファンタジー」

● 2/18～3/15  納税相談

● まんのう町後期基本計画住民アンケート結果報告

● 国民健康保険医療費節約に向けて

● 農業用軽油免税証の交付申請について

● 町設置浄化槽の譲渡について

22月号の主な内容月号の主な内容

〈平成25年1月1日現在〉

●人口 …… 19,963人（前年比－10人）

　　　　　　  男 …

　　　　　　  女 …

●世帯数 … 7,365世帯（前年比－3世帯）

9,596人

10,367人
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所
得
申
告

　
い
よ
い
よ
平
成
25
年
度
町
県
民
税
の
申
告

時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
平
成
24
年

中
の
所
得
に
関
す
る
申
告
は
、
町
県
民
税
だ

け
で
な
く
、
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）

や
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

を
正
し
く
算
定
す
る
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

　
例
え
ば
、
収
入
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
申

告
を
し
な
け
れ
ば
、
国
保
税
の
軽
減
措
置
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
申
告
は
、
自
分
で
計
算
し
税
額
を
算

出
す
る
の
が
原
則
で
す
が
、
自
分
で
は
な
か

な
か
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
町
で
は
納
税

相
談
を
行
い
ま
す
。
相
談
が
必
要
な
方
は
、

日
程
表
（
3
〜
５
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
ご
覧
の

上
、
指
定
さ
れ
た
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
平
成
23
年
確
定
申
告
よ
り
、
年
金

所
得
者
の
う
ち
、
そ
の
年
中
の
公
的
年
金
等

の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
者

が
、
そ
の
年
分
の
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所

得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る

と
き
は
、
そ
の
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
税

務
署
に
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
要

し
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
役
場
へ
の

申
告
は
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
役
場
へ
の
申
告
（
町
申
告
）
を
さ
れ
な

い
と
、
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
）
等
の

控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
平
成
25
年
度
の
住
民

税
や
介
護
保
険
料
等
が
昨
年
度
よ
り
高
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
職
員
一
人
が
一
日
に
対
応
で
き
る
相
談
件

数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
相
談
者
個
々
の

事
情
に
よ
り
、
そ
の
後
の
相
談
者
の
待
ち
時

間
が
延
び
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
十
分
に
内

容
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
相
談
を
お
受
け

し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
領
収
書
・
証
明

書
の
整
理
や
収
支
計
算
な
ど
あ
ら
か
じ
め
自

分
で
で
き
る
と
こ
ろ
は
、
ぜ
ひ
、
ご
自
身
で

整
理
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
事
前
の
整
理
が
不
十
分
な
場
合
は
多
少
時

間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、
ま
ん
の
う
町

内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
者
ま
た
は
現
に
居

住
し
て
い
る
者
で
す
。
た
だ
し
、
所
得
税
の

確
定
申
告
書
を
税
務
署
に
提
出
す
る
方
は
、

町
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
4
、
5
ペ
ー
ジ
の
税
務
署
か
ら
の
お
知

ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
例
）

▽
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
内
職
な
ど
の

収
入
が
あ
る
。

▽
商
工
業
、
農
業
、
不
動
産
な
ど
の
事
業
を

し
て
い
る
。

▽
生
命
保
険
や
損
害
保
険
の
保
険
金
の
支
払

い
を
受
け
取
る
な
ど
、
一
時
所
得
が
あ
る
。

▽
給
与
所
得
者
や
年
金
所
得
者
で

・
農
業
や
事
業
を
し
て
い
る

・
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る

・
厚
生
年
金
や
国
民
年
金
な
ど
２
つ
以
上
受

け
取
っ
て
い
る

・
給
与
と
年
金
の
両
方
を
受
け
取
っ
て
い
る

①
印
鑑
（
認
め
印
で
可
。
た
だ
し
、
所
得
税

の
口
座
振
替
や
還
付
金
の
振
り
込
み
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
金
融
機
関
へ
の
届
け

出
印
が
必
要
で
す
。
）

②
申
告
者
本
人
名
義
の
口
座
番
号
が
分
か
る
物

（
所
得
税
の
口
座
振
替
や
還
付
金
の
振
り

込
み
を
希
望
さ
れ
る
場
合
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
税
務
課
　
蕁
（
７
３
）
０
１
０
４

国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
も
影
響

す
る
所
得
申
告

相
談
会
場
へ
行
く
前
に
、

ま
ず
は
自
分
で
整
理
を

農業所得を算出するのに必要な物

申
告
に
必
要
な
物
は
？

申
告
が
必
要
な
方
は
？

　農業所得は、税法上、事業所得に該当するので、収入金額から必要
経費を差し引いて所得金額を算出する「収支計算」によって申告する
のが原則です。

収入関係

項　　目 書類の種類

農産物の販売金額
ＪＡの「わが家の農業収益等集計表」、
特定農業団体構成員の方は「平成23年度
配分額通知書」も。

農産物の種類や数量を記録したメモ

振り込みのあった預金通帳、領収書の
控えなど

家事消費などの数量

その他農業所得に関連
して得た収入

必要経費関係

項　　目 書類の種類

雇人費

小作料・賃借料

作業委託費

減価償却費

利子割引料

租税公課

その他

領収書、振込通知書など

減価償却資産（農機具など）の領収書

金融機関などの返済表、利息計算書など

領収書

ＪＡの「わが家の農業経費等集計表」、
特定農業団体構成員の方は「平成23年度
配分額通知書」も。

平
成
２４
年
中
の
所
得
申
告
を
忘
れ
ず
に

申
告
期
限
は
３
月
１５
日
ま
で
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所
得
申
告
、
納
税
相
談
日
程
表

③
確
定
申
告
書
（
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
て

い
る
方
の
み
）

④
平
成
24
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
の
収
入

が
分
か
る
書
類

▽
給
与
や
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票

▽
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
配
分
金
、

内
職
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で
の
支
払
通
知
書

▽
生
命
保
険
会
社
で
契
約
し
た
保
険
金
や
個

人
年
金
の
受
取
証
明
書

⑤
所
得
控
除
額
を
計
算
す
る
の
に
必
要
な
書
類

▽
社
会
保
険
料
の
領
収
書
ま
た
は
控
除
証
明

書
（
国
民
健
康
保
険
税
納
付
証
明
書
、
介

護
保
険
料
納
付
証
明
書
、
国
民
年
金
保
険

料
控
除
証
明
書
、
任
意
継
続
保
険
料
納
入

証
明
書
な
ど
）

※
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
は
必
ず
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
（
お
持
ち
で
な
い
と
、

所
得
控
除
が
で
き
ま
せ
ん
。
）

　
な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
に

つ
い
て
は
、
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
平
成
25
年
３

月
15
日
ま
で
、
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
）
蕁
０
５
７
０
・
０
７
０
・
１
１

７
（
Ｉ
Ｐ
電
話
の
場
合
は
蕁
０
３
・
６
７
０

０
・
１
１
３
０
）
ま
た
は
日
本
年
金
機
構
善

通
寺
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課
蕁
６
２
・
１

６
６
０
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
生
命
保
険
料
（
一
般
、
介
護
医
療
、
個
人

年
金
）
、
地
震
保
険
料
の
控
除
証
明
書

▽
（
障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
）
身
体
障

害
者
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

療
育
手
帳
な
ど

※
認
定
基
準
日
は
、
平
成
24
年
12
月
31
日
現

在
。

▽
（
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
）
医
療
費

の
領
収
書
、
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た

金
額
が
分
か
る
支
払
明
細
書

※
お
む
つ
代
を
控
除
す
る
に
は
、

領
収
書
と
医
師
が
発
行
す
る

「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」

（
用
紙
は
町
税
務
課
や
各
支

所
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
）

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
２
年
目
以
降
で
介
護

保
険
法
の
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
一
定
の
方
は
、
町

福
祉
保
険
課
（
蕁
７
３
・
０

１
２
５
）
で
交
付
さ
れ
る
認

定
書
で
も
可
。

※
あ
ら
か
じ
め
自
分
で
領
収
書

の
金
額
を
集
計
し
、
「
医
療

費
の
明
細
書
」
（
町
税
務
課

や
各
支
所
の
窓
口
に
あ
り
ま

す
。
）
に
ご
記
入
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

▽
（
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

を
受
け
る
場
合
）
金
融
機
関

か
ら
交
付
を
受
け
た
「
住
宅

取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の

年
末
残
高
等
証
明
書
」
、
こ

の
控
除
を
受
け
る
方
の
住
民

票
の
写
し
（
町
住
民
生
活
課

蕁
７
３
・
０
１
０
１
で
発

行
）
、
請
負
契
約
書
や
売
買

契
約
書
（
収
入
印
紙
が
あ
る

も
の
）
の
写
し
、
家
屋
や
敷

地
の
登
記
事
項
証
明
書
（
高

松
法
務
局
丸
亀
支
局
（
蕁
２

３
・
０
２
２
８
で
発
行
）
な

ど

次のような申告は、税務署の申告相談会場へ
蜷所得税（1年目の住宅借入金等特別控除や医療費控除を受けられる方、譲渡所得（株式、土地・建物の売買）のある方、青色申告をする方）
蜷個人事業者の消費税及び地方消費税　蜷贈与税

納税相談日程表
対　象　地　域

受付時間　9:00～16:00

役場本庁
（3階大会議室）

18日（月）

19日（火）

20日（水）

21日（木）

22日（金）

25日（月）

26日（火）

27日（水）

28日（木）

1 日（金）

4 日（月）

5 日（火）

6 日（水）

7 日（木）

8 日（金）

11日（月）

12日（火）

13日（水）

14日（木）

15日（金）

2月

3月

炭所東

炭所西（上記地区を除く）林の下、樫林、天神、町代

長尾（上記地区を除く）

公文、西高篠

木の崎、野津郷、宮東

旭東、光元、場正、高屋原

八幡、中村、鐘場、中大宮、北原、桶樋、五毛

神野、真野、五條

岸上

吉野下

四條

四條、吉野下

炭所西（江畑、平野、塩田、大向）

東高篠、羽間

上記に来られなかった方

会　　場満濃地区
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確
定
申
告
、
納
税
相
談
日
程
表

　
税
務
署
で
は
、
申
告
書
・
収
支
内
訳
書
な

ど
の
提
出
書
類
に
つ
い
て
、
ご
自
分
で
作
成

し
、
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
や
郵
送
等
で
早
め
に
提

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し
て
い
ま

す
。

　
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
を
利
用
す
れ
ば
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
や
納
税
が
で
き
ま
す
。

　
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
に
関
す
る
手
続
の
詳
細
は
、

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　
（http://w

w
w
.e-tax.nta.go.jp

）

　
な
お
、
ご
自
分
で
申
告
書
を
作
成
さ
れ
る

方
の
た
め
に
、
申
告
会
場
（
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
）
を
設
置
し
、
記
載
方
法
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
開
設
期
間

　
２
月
18
日（
月
）か
ら
３
月
15
日（
金
）ま
で

　
（
土
、
日
曜
日
を
除
く
）

▼
受
付
時
間

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

※
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
の
間
、
職
員
は

交
代
制
を
取
っ
て
い
ま
す
。
他
の
時
間
帯

よ
り
多
少
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

▼
場
所

丸
亀
市
民
会
館
２
階
第
２
、
３
、
５
、
６

会
議
室
（
受
付
は
第
６
会
議
室
で
す
。
）

※
こ
の
期
間
中
、
丸
亀
税
務
署
庁
舎
内
に
は

申
告
会
場
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ご
自
分
で
作
成

し
た
申
告
書
の
提
出
は
税
務
署
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

こ
の
期
間
中
、
丸
亀
市
民
会
館
の
駐
車
場

は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
ご
来
場
の
際

は
、
極
力
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

閉
庁
日
（
土
、
日
曜
日
）
に
は
、
申
告
相

談
及
び
申
告
書
の
受
付
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
申
告
書
を
郵
送
又
は
税
務
署
の
時

間
外
収
受
箱
に
投
函
す
る
こ
と
に
よ
り
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
確
定
申
告
に
必
要
な
書
類
な
ど

・
申
告
書

お
持
ち
で
な
い
方
は
、
申
告
会
場
で
お
渡

し
し
ま
す
。
な
お
、
昨
年
、
申
告
会
場
に

お
い
て
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
申
告
さ
れ

た
方
に
は
、
申
告
書
を
郵
送
し
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」
は

が
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
所
得
金
額
の
計
算
に
必
要
な
書
類
（
源
泉

徴
収
票
な
ど
）
、
印
鑑

丸
亀
税
務
署
か
ら

平
成
２４
年
分
確
定
申
告
に
関
す
る
お
知
ら
せ

納税相談日程表
対　象　地　域

受付時間　9:00～16:00

仲南支所
（2階大会議室）

18日（月）

19日（火）

20日（水）

21日（木）

22日（金）

25日（月）

26日（火）

27日（水）

28日（木）

1 日（金）

4 日（月）

5 日（火）

6 日（水）

7 日（木）

8 日（金）

11日（月）

12日（火）

13日（水）

14日（木）

15日（金）

2月

3月

帆山、照井

福良見（上原淵１、２、中筋上、下、新三田）、小池（小池上、中）

福良見（道面、中原淵、下原淵、堀切）、小池（古田、新田）

久保、本目

新目（新目下、木原）、山脇（山脇上、黒川）

新目（新目上、中）、山脇（山脇中、南）

塩入、春日（野口）

春日（春日中、下、八日組）

生間、追上

買田（高座、高座下、峠１、２、４、岡下団地）、宮田（宮田上、中）

買田（西側上、下、郷見）、宮田（宮田下、宮田西）

佐文（尾郷上、尾郷下、岡、中筋、中央）

佐文（北岡、北山、北山東、佐文峠）

後山、大口

会　　場仲南地区

上記に来られなかった方
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確
定
申
告
、
年
金
相
談
、
納
税
相
談
日
程
表

・
国
民
健
康
保
険
料
や
国
民
年
金
保
険
料
な

ど
の
支
払
金
額
が
分
か
る
書
類

・
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
の
控
除
証
明
書

・
申
告
さ
れ
る
方
名
義
の
預
貯
金
の
口
座
番

号
が
分
か
る
も
の
（
税
金
が
還
付
さ
れ
る

場
合
）

・
昨
年
の
申
告
書
の
控
え
を
お
持
ち
の
方
は
、

そ
の
控
え

・
昨
年
、
申
告
会
場
に
お
い
て
電
子
申
告
を

ご
利
用
さ
れ
た
方
に
お
渡
し
し
た
「
茶
色

の
封
筒
」

▼
申
告
と
納
税
の
期
限

・
所
得
税
及
び
贈
与
税

　
３
月
15
日
（
金
）
ま
で

・
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
・
個
人
事
業
者

　
４
月
１
日
（
月
）
ま
で

※
所
得
税
及
び
贈
与
税
の
申
告
期
限
間
近
に

な
る
と
、
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。

※
所
得
税
と
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）
の
納
税
は
、
安
全
・
確

実
・
便
利
な
振
替
納
税
（
口
座
振
替
）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、
公
的
年
金
等

に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円

以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税
の
確
定
申

告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
所
得
税
の
還
付

を
受
け
る
た
め
の
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
確
定
申
告
書
の
提
出
が
不
要
な
場

合
で
あ
っ
て
も
、
住
民
税
の
申
告
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
丸
亀
税
務
署
　
蕁
（
２
３
）
２
２
２
１

※
税
務
署
の
代
表
電
話
に
お
か
け
い
た
だ
く

と
、
自
動
音
声
案
内
が
流
れ
ま
す
の
で
、

そ
の
案
内
に
従
っ
て
ご
用
件
の
番
号
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。

　
香
川
県
国
民
年
金
基
金
で
は
、
公
的
年
金

全
般
に
つ
い
て
の
年
金
相
談
所
を
、
左
記
の

日
程
に
よ
り
開
設
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
老

後
の
設
計
を
立
て
て
み
ら
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

縡
日
時
／
２
月
12
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

　
場
所
／
仲
南
支
所

縒
日
時
／
２
月
12
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

　
場
所
／
琴
南
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

縱
日
時
／
２
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
場
所
／
ま
ん
の
う
町
役
場
３
階
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
香
川
県
国
民
年
金
基
金

　
蕁
０
１
２
０
（
６
５
）
４
１
９
２

・
福
祉
保
険
課

　
蕁
（
７
３
）
０
１
２
４

公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る

み
な
さ
ま
へ

年
金
相
談
を
開
設
し
ま
す

納税相談日程表
対　象　地　域

受付時間　9:00～12:00 受付時間　13:00～16:00

琴南総合センター
（多目的会議室）

琴南農改センター
（小会議室）

役場本庁
（3階大会議室）

18日（月）

19日（火）

20日（水）

21日（木）

22日（金）

25日（月）

26日（火）

27日（水）

28日（木）

1 日（金）

4 日（月）

5 日（火）

6 日（水）

7 日（木）

8 日（金）

11日（月）

12日（火）

13日（水）

14日（木）

15日（金）

2月

3月

三角、川奥中、川奥上

下福家、八峯、真鈴

谷所、仲野

林、長谷

明神、前の川

川東下、焼尾

中通本村

新生上、新生下

梶洲東、梶洲西

城山、岡の峯

天川、三本松上、三本松下

栄町

仲空、風の丘、旭風会、共栄会

上記に来られなかった方

横畑、沖野、中野株切

家六、奈良の木、勝浦本村

名頃下、名頃上、堀田

中熊上、中熊下

皆野、淵野

川東上、猪の鼻

野口上、野口下

更生

木の下、備中地

荒神上、荒神下、梅の木

中央、盛上、盛下

旭町、錦町

上所、下所、城山ハイツ、さくら

上記に来られなかった方

会　　場琴南地区
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軽
油
免
税
、
浄
化
槽
、
畜
産
共
進
会
、
狩
猟
免
許

　
今
回
は
春
申
請
分
の
受
付
で
す
。
免
税
チ

ケ
ッ
ト
は
４
月
１
日
か
ら
使
用
可
能
で
す
。

▼
日
時
　
２
月
５
日
（
火
）
、
６
日
（
水
）

　
両
日
と
も
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
こ
の
日
以
降
は
、
香
川
県
県
税
事
務
所

（
高
松
市
松
島
町
一
丁
目
1
7
番
2
8
号

　
蕁
０
８
７
・
８
０
６
・
０
３
１
７
）
で

申
請
を
。

▼
会
場
　
ま
ん
の
う
町
役
場
本
庁
（
３
階
第

１
会
議
室
）
、
琴
南
支
所
、
仲
南
支
所

▼
持
参
物

印
鑑
、
耕
作
証
明
書
（
発
行
の
申
請
は
町

産
業
経
済
課
、
両
支
所
で
で
き
ま
す
。
）
、

使
用
簿
、
領
収
書
、
農
業
機
械
の
購
入
証

明
書
（
新
た
に
購
入
し
た
場
合
の
み
）
、

県
収
入
証
紙
代
4
0
0
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
産
業
経
済
課
　
蕁
（
７
３
）
０
１
０
５

・
琴
南
支
所
　
蕁
（
８
５
）
０
１
０
２

・
仲
南
支
所
　
蕁
（
７
７
）
２
１
１
４

　
平
成
９
年
か
ら
平
成
20
年
度
に
、
仲
南
地

区
で
市
町
整
備
推
進
事
業
に
よ
り
設
置
し
た

浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、
ま
ん
の
う
町
公
営
設

置
浄
化
槽
管
理
条
例
に
よ
り
、
設
置
し
た
翌

年
度
か
ら
15
年
目
の
年
度
末
を
も
っ
て
使
用

者
に
譲
渡
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
浄
化
槽
譲
渡
に
関
し
て
は
、
昨
年
度
と
本

年
度
の
自
治
会
長
会
で
も
ご
説
明
し
、
ご
周

知
を
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
15
年

目
を
迎
え
る
浄
化
槽
使
用
者
に
順
次
譲
渡
し

て
ゆ
く
予
定
で
す
。

平
成
24
年
度
の
譲
渡
に
つ
い
て

　
平
成
24
年
度
末
（
25
年
３
月
末
）
の
譲
渡

に
該
当
す
る
浄
化
槽
使
用
者
に
は
、
本
年
１

月
に
通
知
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
受
領
書
、

維
持
管
理
誓
約
書
及
び
管
理
者
変
更
報
告
書

を
期
限
ま
で
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
浄
化
槽
の
管
理
や
法
定
検
査
が
浄

化
槽
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

譲
渡
後
の
保
守
点
検
や
清
掃
は
業
者
に
委
託

し
て
行
い
、
法
定
検
査
を
受
け
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
住
民
生
活
課
　
蕁
（
７
３
）
０
１
０
１

　
県
内
各
地
か
ら
選
抜
さ
れ
た
家
畜
を
一
堂

に
集
め
、
改
良
の
度
合
い
と
飼
育
管
理
技
術

の
比
較
審
査
を
行
う
第
76
回
香
川
県
畜
産
共

進
会
（
香
川
県
農
業
協
同
組
合
主
催
）
が
11

月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
香
川
県
家
畜
市
場

（
綾
川
町
千
疋
）
他
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
出
品
頭
数
は
、
乳
用
牛
21
頭
、
肉

専
用
種
牛
44
頭
、
肉
専
用
枝
肉
41
頭
な
ど
合

計
１
７
４
頭
で
し
た
。

　
三
井
利
広
さ
ん
が
、
乳
用
牛
（
48
ヶ
月
以

上
）
の
部
で
、
一
昨
年
の
第
74
回
に
続
き
、

最
高
賞
で
あ
る
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
町
内
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
（
敬
称
略
）

●
乳
用
牛
（
48
ヵ
月
以
上
）
の
部

　
農
林
水
産
大
臣
賞
、
金
賞
首
席

　
　
三
井
利
広
（
大
口
）

●
乳
用
牛
（
48
ヵ
月
未
満
）
の
部

　
金
賞
次
席
　
銀
賞

　
　
三
井
利
広

●
肉
専
用
種
枝
肉
（
和
牛
）
の
部

　
銅
賞

　
　
畑
正
芳
（
大
口
）
、

　
　
鎌
田
武
彦
（
炭
所
西
）

●
肉
専
用
種
枝
肉
（
交
雑
種
）
の
部

　
銅
賞

　
　
森
藤
洋
子
（
七
箇
）
、

　
　
花
岡
幸
子
（
岸
上
）

狩
猟
免
許
取
得
の
た
め
の
初
心
者
講
習
会

▼
日
時
　
３
月
16
日
（
土
）
、
17
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
講
習
内
容
　
わ
な
猟
免
許
試
験
の
み

▼
会
場

Ｊ
Ａ
香
川
県
中
央
地
区
営
農
セ
ン
タ
ー
３
階
大

会
議
室
（
高
松
市
下
田
井
町
３
６
７
番
地
１
）

▼
受
講
料
　
８
、
０
０
０
円

　
（
２
日
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）

▼
受
付
期
間

　
２
月
12
日
（
火
）
〜
３
月
８
日
（
金
）

【
申
し
込
み
先
／
問
い
合
わ
せ
先
】

　
香
川
県
猟
友
会

　
蕁
０
８
７
（
８
３
１
）
６
９
２
０

狩
猟
免
許
試
験

▼
日
時
　
３
月
24
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

▼
試
験
内
容
　
わ
な
猟
免
許
試
験
の
み

▼
会
場
　
県
庁
北
館
３
階

▼
手
数
料
　
５
、
２
０
０
円

（
他
の
種
類
の
狩
猟
免
許
を
持
っ
て
い
る

人
は
、
３
、
９
０
０
円
）

▼
受
付
期
間

　
２
月
18
日
（
月
）
〜
３
月
11
日
（
月
）

※
消
印
有
効

【
申
し
込
み
先
／
問
い
合
わ
せ
先
】

　
香
川
県
み
ど
り
保
全
課

　
蕁
０
８
７
（
８
３
２
）
３
２
１
２

農
業
用
軽
油
免
税
証
の

　
　
交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

仲
南
地
区
の
町
設
置
浄
化
槽
の

　
　
使
用
者
へ
の
譲
渡
に
つ
い
て

農林水産大臣賞を受賞した
三井利広さん

狩
猟
免
許
取
得
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
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国
民
健
康
保
険
医
療
費

　
今
年
度
の
月
々
の
医
療
費
用
額
を
み
る
と
、

前
年
よ
り
高
い
の
は
３
月
と
５
月
だ
け
で
す
。

一
人
当
り
の
入
院
費
・
通
院
費
・
調
剤
費
が

前
年
よ
り
下
が
っ
て
き
ま
し
た
。
合
計
で
見

る
と
、
対
前
年
度
比
は
月
平
均
95
％
で
、
年

額
に
す
る
と
一
人
当
り
約
22
千
円
の
減
少
で

す
。
　
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
に
、
カ
ゼ
を
ひ
か
な

い
よ
う
に
、
自
身
の
健
康
を
保
つ
こ
と
が

一
番
の
医
療
費
節
約
で
す
。
皆
の
努
力
で

「
下
げ
」
を
達
成
し
ま
し
ょ
う
。

　
国
保
会
計
は
、
町
民
の
医
療
の
財
布
を
束

に
し
た
も
の
で
す
。
も
う
一
息
で
す
。
皆
の

努
力
が
決
め
手
で
す
。

●
食
べ
す
ぎ
を
控
え
、
無
理
せ
ず
適
度
な
運

動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
１
年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
、
早
期
発
見

で
病
気
の
重
症
化
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

●
か
か
り
つ
け
医
を
決
め
、
分
か
ら
な
い
こ

と
は
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
必
要
な
時
だ
け
受
診
し
、
時
間
外
・
休
日

受
診
は
な
る
べ
く
さ
け
ま
し
ょ
う
。

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
上
手
に
活
用
し

ま
し
ょ
う
。

　
退
職
な
ど
で
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た

時
は
、
国
保
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
国
保
の
加
入
日
は
、
社
会
保
険
の
喪
失
日

ま
で
遡
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
は
速
や
か
に

お
願
い
し
ま
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

●
印
鑑

●
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書

●
年
金
証
書
等

（
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
保
険
な
ど
の
加

入
期
間
が
分
か
る
も
の
）
※
年
金
の
受
給

権
が
あ
る
方
で
65
歳
未
満
の
方
の
み

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
保
険
課
　
蕁
（
７
３
）
０
１
２
４

カ
ゼ
ひ
か
ず
　
ケ
ガ
し
な
い

38,000

34,000

30,000

26,000

22,000
平成18年

28,185

29,779 30,305

年度別月平均1人当り費用額

30,976

32,943
34,014

32,196

19年 20年 21年 22年 23年 24年

診療別月平均1人当り費用額
対県平均比

1.50

1.00

0.50

0.00
入  院

1.16

1.18

1.01

通  院

1.01

1.00

0.97

歯  科

0.86

0.88

0.92

調  剤

1.27

1.25

1.21

月別1人当り費用額 ※費用額は、入院・通院・歯科・調剤の合計
40,000

35,000

30,000

25,000

20,000
3月分

32,722

33,661

33,957

平成22年

23年

24年

4月分

31,351

32,541

32,013

5月分

32,326

31,568

32,010

6月分

32,504

33,489

31,833

7月分

33,928

33,452

31,110

8月分

34,539

33,992

33,497

9月分

33,124

33,241

30,073

10月分

31,824

36,120

33,728

11月分

36,773

33,964

31,540

12月分

33,431

34,108

1月分

31,483

36,150

2月分

31,312

36,029

平成22年

23年

24年

（県平均＝1）

対前年比
95%
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住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
報
告

　
１
月
号
に
引
き
続
き
、
「
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
調
査
結
果
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ご
紹
介
が
最
後
と
な
る
今
回
は
、
東
日
本
大

震
災
を
踏
ま
え
た
防
災
対
策
に
つ
い
て
や
財

政
状
況
に
焦
点
を
当
て
て
い
き
ま
す
。

行
政
の
防
災
対
策
で
充
実
す
べ
き
こ
と
は

　
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
防
災
意
識
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

安
心
、
安
全
の
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
、
「
防
災
対
策
に
つ
い
て
、
行
政
で
は

何
を
も
っ
と
充
実
す
べ
き
だ
と
お
考
え
で
し

ょ
う
か
」
と
尋
ね
ま
し
た
。
（
図
１
参
照
）

　
そ
の
結
果
、
「
河
川
、
た
め
池
等
の
災
害

発
生
危
険
箇
所
の
整
備
を
急
ぐ
べ
き
」
が
35

％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
避
難
場
所
の
整

備
や
耐
震
化
を
急
ぐ
べ
き
」
が
29
％
、
「
飲

料
水
、
食
料
、
毛
布
な
ど
非
常
用
物
資
の
備

蓄
を
十
分
に
行
う
べ
き
」
が
28
％
、
「
災
害

時
の
情
報
連
絡
体
制
を
充
実
す
べ
き
」
が
26

％
と
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
近
い
将
来
起
こ
る
可
能
性
の
高
い
と
さ
れ

る
東
南
海
・
南
海
地
震
へ
の
対
応
を
早
期
に

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

町
の
財
政
状
況
は
？

　
限
ら
れ
た
予
算
内
で
、
よ
り
多
く
の
住
民

を
満
足
さ
せ
る
よ
う
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
報
告
③

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
報
告
③

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
報
告
③

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
報
告
③

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
報
告
③

ま
ん
の
う
町

総
合
計
画 

後
期
基
本
計
画 

策
定
に
む
け
て
④

行政の防災対策で充実すべきこと図1

行政改革・財政改革のために重要な施策図2

35

29 28
26

21

15 14

7
5 4

6

1

33 33

26
24

19 18
16

14
11

9 8 8 8

4
2

7

河
川
、
た
め
池
等
の
災
害
発
生
危
険
箇
所
の

整
備
を
急
ぐ
べ
き

避
難
場
所
の
整
備
や
耐
震
化
を
急
ぐ
べ
き

飲
料
水
、
食
料
、
毛
布
な
ど
非
常
用
物
資
の

備
蓄
を
十
分
に
行
う
べ
き

災
害
時
の
情
報
連
絡
体
制
を
充
実
す
べ
き

災
害
時
の
医
療
体
制
を
充
実
す
べ
き

防
災
意
識
の
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
行
う
べ
き

道
路
・
橋
の
整
備
や
耐
震
化
を
急
ぐ
べ
き

避
難
訓
練
、
消
火
訓
練
を
徹
底
す
べ
き

家
畜
や
ペ
ッ
ト
の
災
害
時
の
救
済
対
策
を

整
備
す
べ
き

現
状
の
ま
ま
で
よ
い

無
回
答

そ
の
他

無
回
答

そ
の
他

近
隣
市
町
と
連
携
を
強
化
し
て
、
事
業
を
行
う

各
課
の
横
の
連
携
を
強
め
、
効
果
的
な
事
業
を
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
支
出
を
減
ら
す

戦
略
的
に
重
要
な
事
業
に
人
・
も
の
・
金
を
集
中
し
て
取
組
む

業
務
委
託
な
ど
、
民
間
活
用
を
進
め
る

職
員
の
専
門
知
識
・
技
術
を
高
め
る

職
員
の
や
る
気
を
高
め
る

情
報
化
を
進
め
、
ム
ダ
を
省
き
、
事
務
な
ど
の
合
理
化
・
効
率
化
を
進
め
る

国
・
県
な
ど
の
補
助
事
業
を
有
効
に
す
る

わ
ず
ら
わ
し
い
手
続
き
や
細
か
な
規
制
の
廃
止
な
ど
、
規
制
緩
和
を
進
め
る

町
の
実
情
に
あ
っ
た
、
個
性
的
な
事
業
・
行
政
運
営
を
行
う

地
域
産
業
の
育
成
、
起
業
化
、
企
業
誘
致
な
ど
を
進
め
、
自
主
財
源
を
増
や
す

若
者
の
定
住
を
促
進
し
、
自
主
財
源
を
増
や
す

効
果
の
薄
い
事
業
な
ど
を
見
直
し
、
事
業
の
優
先
順
位
を
厳
選
し
、
歳
出
を
減
ら
す

職
員
定
数
や
組
織
体
制
を
見
直
し
、
歳
出
削
減
と
効
率
化
を
図
る

0

5

10

15

20

25

30

35
（%）

0

5

10

15

20
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35
（%）

24
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住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
報
告

供
し
て
い
く
に
し
て
も
、
現
在
あ
る
い
は
将

来
の
、
町
の
「
懐
具
合
」
が
具
体
的
に
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
を
、
初
め
に
明
ら
か
に
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
「
町

の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
お
考

え
で
し
ょ
う
か
」
と
尋
ね
ま
し
た
。

　
「
よ
い
」
と
「
ま
あ
ま
あ
よ
い
」
は
そ
れ

ぞ
れ
１
％
、
８
％
で
、
両
方
を
合
わ
せ
て
も

９
％
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。
「
あ
ま
り
よ
く

な
い
」
と
「
悪
い
」
は
そ
れ
ぞ
れ
23
％
、
11

％
と
な
り
、
合
わ
せ
る
と
34
％
に
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
31
％
の
方
が

「
わ
か
ら
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
こ
れ
か
ら
行
政
運
営
を
行
う
に
当
っ
て
、

町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
の
認
識
を
住
民
の

皆
さ
ん
と
共
有
し
て
お
く
こ
と
は
必
要
不
可

欠
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
町
の
財
政
状
況

を
積
極
的
に
情
報
公
開
し
て
い
く
に
と
ど
ま

ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
媒
体
を
駆
使
し
な
が

ら
、
財
政
状
況
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
の
財
源
確
保
を
ど
う
す
る
？

　
仮
に
、
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
共
通
の

認
識
が
で
き
た
と
し
て
、
町
の
財
源
を
確
保

す
る
に
は
、
２
つ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
つ
は
、
支
出
を
減
ら
す
こ
と
。
も
う
一
つ

は
、
収
入
を
増
や
す
こ
と
。
そ
こ
で
、
「
行

政
改
革
・
財
政
改
革
の
課
題
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
」
と
尋
ね
ま
し
た
。

（
図
２
参
照
）

　
「
職
員
定
数
や
組
織
体
制
を
見
直
し
、
歳

出
削
減
と
効
率
化
を
図
る
」
、
「
効
果
の
薄

い
事
業
な
ど
を
見
直
し
、
事
業
の
優
先
順
位

を
厳
選
し
、
歳
出
を
減
ら
す
」
が
33
％
と
高

く
、
「
若
者
の
定
住
を
促
進
し
、
自
主
財
源

を
増
や
す
」
が
26
％
、
「
地
域
産
業
の
育
成
、

起
業
化
、
企
業
誘
致
な
ど
を
進
め
、
自
主
財

源
を
増
や
す
」
、
「
町
の
実
情
に
あ
っ
た
、

個
性
的
な
事
業
・
行
政
運
営
を
行
う
」
が

24
％
と
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
見
る
と
、
多
く
の
方
が
、
行
政
の

組
織
改
革
を
伴
い
な
が
ら
、
財
源
を
確
保
す

る
方
法
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
町
政
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
ご

提
案
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

行
財
政
運
営
・
住
民
と
行
政
の
協
働
に

関
す
る
こ
と

◆
議
員
や
職
員
定
数
を
早
期
に
減
ら
す
べ
き
。

国
や
県
に
頼
る
の
で
は
な
く
て
、
町
で
財

源
が
確
保
で
き
る
新
規
事
業
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
？

（
旧
琴
南
地
区
・
18
〜
39
歳
男
性
）

◆
中
心
部
と
郊
外
部
の
利
便
さ
の
格
差
を
減

ら
す
よ
う
な
組
織
へ
見
直
し
を
図
っ
て
ほ

し
い
。（
旧
仲
南
地
区
・
40
〜
59
歳
男
性
）

産
業
振
興
・
ま
ち
の
活
性
化
に
関
す
る
こ
と

◆
赤
字
経
営
の
事
業
等
は
業
務
委
託
又
は
廃

止
す
べ
き
で
あ
る
。
伸
び
る
事
業
に
は
重

点
的
助
成
支
援
に
取
り
組
み
効
果
を
上
げ

る
べ
き
と
考
え
る
。
町
独
自
の
特
産
物

（
農
産
物
等
）
を
見
い
出
し
、
ブ
ラ
ン
ド

化
を
計
り
、
全
国
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
の
も
１

つ
の
方
法
と
考
え
る
（
例
え
ば
羽
間
で
有

名
な
無
花
果
等
）
。
町
の
６
割
を
し
め
る

山
林
を
有
す
る
本
町
と
し
て
は
、
徳
島
県

の
上
勝
町
の
様
な
色
ど
り
農
産
物
を
考
え

て
も
今
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
と
思
う
。

（
旧
満
濃
地
区
・
40
〜
59
歳
男
性
）

◆
震
災
等
や
自
然
の
中
で
豊
か
に
暮
ら
し
た

い
と
居
住
を
希
望
す
る
人
に
、
今
無
駄
に

し
て
い
る
空
家
や
休
耕
田
を
町
が
買
い
取

り
、
希
望
者
に
提
供
す
る
と
い
い
。
外
か

ら
入
っ
た
人
は
そ
の
土
地
の
良
さ
を
残
し
、

よ
り
良
い
も
の
に
し
た
い
と
い
う
想
い
が

強
い
。
大
き
な
会
社
で
は
な
く
、
文
化
、

ア
ー
ト
を
中
心
と
し
た
個
人
起
業
者
へ
の

支
援
や
援
助
が
充
実
す
る
と
、
ま
ん
の
う

は
他
に
な
い
モ
デ
ル
的
町
へ
変
わ
る
と
思

い
ま
す
。
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。
た
く
さ

ん
の
人
が
望
ん
で
い
ま
す
。

（
旧
琴
南
地
区
・
18
〜
39
歳
女
性
）

医
療
・
福
祉
に
関
す
る
こ
と

◆
町
民
の
健
康
管
理
の
充
実
を
具
体
的
に
研

究
し
て
、
健
康
長
寿
の
「
ま
ん
の
う
町
」

に
向
け
て
、
町
政
を
進
め
て
欲
し
い
。
町

民
が
心
身
共
に
健
康
で
な
け
れ
ば
町
政
も

健
全
に
な
れ
な
い
と
考
え
る
。
町
民
健
康

推
進
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
つ

く
っ
て
も
良
い
。
と
に
か
く
「
国
民
健
康

保
険
料
」
や
「
住
民
税
」
が
高
す
ぎ
る
。

何
と
か
し
て
欲
し
い
。

（
旧
仲
南
地
区
・
60
歳
代
男
性
）

◆
介
護
保
険
料
が
高
い
。
町
内
の
老
人
ホ
ー

ム
は
他
の
市
や
町
の
人
が
多
く
入
っ
て
い

て
、
町
民
は
入
れ
な
い
。

（
旧
仲
南
地
区
・
60
歳
以
上
男
性
）

教
育
に
関
す
る
こ
と

◆
ま
ん
の
う
町
は
厳
し
い
財
政
の
中
、
教
育

に
は
お
金
を
か
け
て
い
る
。
子
ど
も
づ
く

り
へ
の
投
資
を
行
っ
て
い
る
と
思
う
。
他

の
市
町
村
と
比
べ
る
と
、
そ
れ
が
よ
く
分

か
る
が
、
町
民
に
は
あ
ま
り
理
解
し
て
も

ら
え
て
な
い
と
思
う
。
そ
こ
を
も
う
少
し

ア
ピ
ー
ル
し
、
子
育
て
し
や
す
い
町
の
イ

メ
ー
ジ
を
広
め
る
べ
き
だ
と
思
う
。
ま
た
、

教
育
の
町
と
し
て
、
図
書
館
の
新
設
に
期

待
し
て
い
る
。
町
民
ホ
ー
ル
、
旧
校
舎
な

ど
を
利
用
し
た
文
化
的
な
イ
ベ
ン
ト
や
講

演
を
行
う
と
よ
い
と
思
う
。

（
旧
満
濃
地
区
・
40
〜
59
歳
女
性
）

生
活
環
境
に
関
す
る
こ
と

◆
ゴ
ミ
の
回
収
日
が
週
に
１
回
と
い
う
の
が

非
常
に
不
便
で
す
。
特
に
季
節
、
新
生
児

を
持
つ
家
庭
と
し
て
は
酷
で
す
。
紙
オ
ム

ツ
等
の
ゴ
ミ
が
す
ぐ
に
た
ま
り
、
現
在
で

は
町
外
の
親
せ
き
の
方
に
頼
ん
で
捨
て
る

こ
と
も
ま
ま
あ
り
ま
す
。

（
旧
満
濃
地
区
・
18
〜
39
歳
男
性
）

　
今
後
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
や
行
政
運

営
の
指
針
と
な
る
基
本
構
想
を
明
ら
か
に
し

た
「
ま
ん
の
う
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
」
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
政
策
課
　
蕁
（
７
３
）
０
１
０
６

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
報
告
③

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
報
告
③
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国
民
年
金
、
食
育
だ
よ
り

●マヨネーズにピリッとしたからしを加えることで、サラダの味が
　引き締まります。
●ほうれん草は鉄分だけでなく、吸収を高めるビタミンＣも豊富に
　含んでいるため、鉄分不足解消に効果的です。
●白菜は茹でずに生のまま使っても美味しくいただけます。

［エネルギー］95kcal  ［タンパク質］1.9g
［脂質］5.8g  ［食物繊維］2.4g  ［食塩］0.4g

果物入りで食べやすい！
子どもに人気のマヨネーズ
味のサラダです。

ほうれん草と白菜はたっぷりの熱湯で茹で、水にとって冷まし、
水けをきつく絞って2～3cmの長さに切る。

りんごはいちょう切りにし、
レーズンはさっと
お湯にくぐらせる。

癬を混ぜ合わせ、
笊と笆を加えてあえる。皮つきのまま

癬

水

笊 笆

旬の野菜情報
・ほうれん草の温サラダ
・ほうれん草の韓国風和え物
・ほうれん草の中華和え

● ほうれん草　240g
● 白菜　80g
● りんご小　1/2個
● レーズン　大さじ2

● マヨネーズ　大さじ2
● 練りがらし　小さじ1
● しょうゆ　小さじ1/2

癬

【問い合わせ先】・福祉保険課　蕁（73）0124　・日本年金機構善通寺年金事務所　蕁（62）1660

こんなとき 被保険者種別

・配偶者である第2号被保険者が会社を退職したとき

・配偶者である第2号被保険者の扶養から外れたとき

・配偶者である第2号被保険者と離婚したとき

・配偶者である第2号被保険者が65歳になったとき

第３号→第１号

第３号→第２号

第３号→第３号

　種別は変わりませんが

　届出は必要です

届　出　先

住所地の市町村

勤務先

第２号被保険者の勤務先

第２号被保険者の勤務先

・本人（第3号被保険者）が就職して厚生年金や共済

　組合に加入したとき

・配偶者である第2号被保険者の加入する被用者年金

　制度が変わったとき（例えば厚生年金から共済組合）

・本人（第3号被保険者）の住所が変わったとき

「
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」は
、

効
果
が
一
目
で
分
か
り
ま
す
！

第3号被保険者の届出国 民 年 金 よ り お 知 ら せ

　第２号被保険者（厚生年金保険や共済組合に加入している方）に扶養されている20歳以上60

歳未満の配偶者は、第３号被保険者として国民年金に加入することになります。加入手続き

は、第２号被保険者の勤務先を経由して行うことになります。

　なお、国民年金保険料は、第２号被保険者の加入している年金制度が負担しますので、ご自

分で納める必要はありません。

※第３号被保険者に該当したときの届出以外に、第２号被保険者が転職や退職したとき、住所

に変更があったときにも届出が必要です。
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い
き
い
き
健
康
応
援
講
座
　
　
、
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
通
信

　
『
異
常
に
早
く
肺
が
年
を
取
る
病

気
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
』
と
い
う
Ｃ
Ｍ
を
ご

存
知
で
す
か
？
今
回
は
実
は
多
く
の

人
が
罹
患
し
て
い
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
い

う
病
気
に
つ
い
て
で
す
。

A 

日
本
語
で
は
『
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
』
と
い
い
ま
す
。

聞
き
な
れ
な
い
病
名
で
す
が
、
日
本
で
現
在
５
０
０
万
人

以
上
が
罹
患
し
て
い
る
身
近
な
病
気
で
す
。
従
来
は
『
肺

気
腫
』
や
『
慢
性
気
管
支
炎
』
と
呼
ば
れ
て
い
た
病
気
の

総
称
で
す
。
酸
素
の
交
換
を
行
う
肺
に
障
害
が
生
じ
る
病

気
で
、
空
気
の
出
し
入
れ
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
り
、
通

常
の
呼
吸
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

A 

主
な
原
因
は
長
期
間
の
喫
煙
習
慣
。
こ
の
た
め
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｄ
は
『
肺
の
生
活
習
慣
病
』
と
言
わ
れ
ま
す
。

　
タ
バ
コ
の
煙
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
、
タ
ー
ル
、
一
酸

化
炭
素
は
特
に
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
こ
れ
ら
が

気
管
支
・
肺
を
傷
つ
け
、
ガ
ス
交
換
を
す
る
場
所
の
肺
胞

（
は
い
ほ
う
）
が
壊
れ
た
り
、
気
管
支
の
慢
性
的
な
炎
症

を
起
こ
し
ま
す
。
一
度
壊
れ
て
し
ま
っ
た
肺
胞
は
元
に
は

戻
り
ま
せ
ん
。
他
の
原
因
に
は
、
大
気
汚
染
や
職
業
で
関

わ
る
塵
芥
や
化
学
物
質
も
あ
り
ま
す
。

A 

代
表
的
な
症
状
は
息
切
れ
。
階
段
や
坂
道
を
上
が
る

と
、
同
年
代
の
人
に
比
べ
ひ
ど
く
息
が
切
れ
た
り
し
ま
せ

ん
か
？
慢
性
の
咳
や
、
運
動
時
に
ゼ
イ
ゼ
イ
の
ど
が
鳴
る

喘
鳴
も
症
状
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
症
状

が
あ
り
、
40
歳
以
上
で
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
・
吸
っ
て

い
た
方
は
要
注
意
。

A 

日
本
で
２
０
１
１
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
死
亡
順
位
は
９

位
。
今
後
も
そ
の
順
位
は
上
が
っ
て
い
く
と
い
わ
れ
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
が
悪
化
す
る
と
、
呼
吸
機
能
が
低
下
し
十
分
な

酸
素
を
得
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
重
症
化
す
る
と
、
呼
吸

困
難
で
行
動
が
制
限
さ
れ
、
酸
素
ボ
ン
ベ
無
し
に
は
日
常

生
活
が
困
難
に
な
る
こ
と
も
。
最
終
的
に
は
呼
吸
不
全
や

心
不
全
に
繋
が
る
命
に
か
か
わ
る
病
気
で
す
。

A 

現
時
点
で
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
を
根
本
的
に
治
し
健
康
的
な
肺

に
完
全
に
戻
す
治
療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
早
期
に
発
見

治
療
す
る
こ
と
で
、
病
気
の
進
行
を
遅
ら
せ
、
症
状
を
軽

く
し
、
日
常
生
活
の
障
害
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
す
。
Ｃ

Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
治
療
法
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
禁
煙

②
ワ
ク
チ
ン
接
種
…
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
肺
炎
球
菌
の

　
感
染
に
よ
る
急
性
増
悪
を
防
ぐ

③
薬
物
療
法
…
息
切
れ
を
や
わ
ら
げ
る

④
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
…
呼
吸
に
関
係
す
る
筋
肉
を
鍛
え
る

　
重
症
に
な
り
低
酸
素
血
症
に
な
っ
た
時
は
在
宅
酸
素
療

法
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
方
は
ま
ず
禁
煙
を
。
さ
ら
に
息

切
れ
な
ど
症
状
が
あ
る
方
は
肺
機
能
検
査
を
受
け
る
な
ど

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

内
科
診
療
所
医
師
　
竹
内
　
桂
子

●
C
O
P
D
っ
て
な
に
？

Q●
ど
う
し
て
肺
が

そ
ん
な
に
悪
く
な
る
の
？

Q●
要
注
意
な
症
状
は
？

Q

●
C
O
P
D
は
怖
い
病
気
な
の
？

Q●
ど
う
し
て
治
療
が
必
要
な
の
？

Q

「
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

☆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
等
に
よ
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
併
せ
て
、
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
見
な
が
ら
体
を
動
か
す
、
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
や
リ
ズ
ム
体
操
（
ダ
ン
ス
）
等
の
有

酸
素
運
動
に
よ
っ
て
、
よ
り
高
い
ダ
イ
エ

ッ
ト
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
♪

☆
仲
南
会
場
で
は
、
フ
ロ
ア
ー
で
の
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
が
し
放
題
！
体
組
成
測
定
を
取
入

れ
、
身
体
変
化
も
確
認
が
出
来
ま
す
♪

☆
ス
タ
ッ
フ
が
女
性
な
の
で
女
性
の
方
も
安

心
で
す
♪

■
料
金
プ
ラ
ン

・
一
般
会
員
（
月
額
１
０
０
０
円
）

・
回
　

数
　

券
（
１
回
　
２
０
０
円
）

■
実
施
場
所

・
満
濃
会
場
　
満
濃
農
改
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

・
仲
南
会
場
　
仲
南
支
所
２
Ｆ

■
設
置
器
具

　
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
、
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
、

　
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
な
ど

■
利
用
時
間

・
満
濃
会
場
　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

　
　
　
　
（
日
曜
日
は
、
午
後
５
時
ま
で
）

　
定
休
日
　
火
曜
・
土
曜
・
祝
日

・
仲
南
会
場
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
定
休
日
　
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

※
初
め
て
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
室
内
シ
ュ

ー
ズ
、
タ
オ
ル
等
を
持
っ
て
、
満
濃
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
健
康
増
進
課
　
蕁
（
7
3
）
０
１
２
６

　
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
の
会
員
の
方

は
、
体
組
成
ス
キ
ャ
ン
シ
テ
ム
に
よ
り
、
効

果
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
あ
な
た
の
体
脂
肪
や
筋

肉
量
、
体
水
分
量
な
ど
を
詳
し
く
分
析
し
ま

す
。
過
去
の
履
歴
も
グ
ラ
フ
で
出
ま
す
の

で
、
体
の
変
化
が
一
目
で
分
か
り
ま
す
。
他

の
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
は
、
な
い
マ
シ
ン
で

す
！
　
例
え
ば
、
Ｓ
さ
ん
（
37
歳
）
の
場
合

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
開
始
か
ら
１
ヵ
月
で
筋
肉
が

１
・
３
㎏
増
加
し
て
体
脂
肪
が
１
・
６
㎏
減

少
し
ま
し
た
。
体
重
は
殆
ど
変
っ
て
い
な
い

の
で
、
家
の
体
重
計
を
見
る
だ
け
で
は
体
の

変
化
に
気
付
き
ま
せ
ん
。
効
果
が
見
え
れ

ば
、
や
る
気
も
違
っ
て
き
ま
す
！

「
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」は
、

「
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」は
、

効
果
が
一
目
で
分
か
り
ま
す
！

効
果
が
一
目
で
分
か
り
ま
す
！

「
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」は
、

効
果
が
一
目
で
分
か
り
ま
す
！
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ふ
る
さ
と
探
訪
　
　
、
日
本
発
見
・
再
発
見

83

第11回

　
今
回
は
イ
ギ
リ
ス
出
身
の
ベ
ン
さ
ん
が

漬
け
物
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

土
地
に
漬
か
ら
せ
て
く
れ
る
漬
け
物

　
今
回
の
体
験
で
は
、
初
心
者
で
も
簡
単

に
作
れ
る
ダ
イ
コ
ン
と
ユ
ズ
の
漬
け
物
と

シ
ョ
ウ
ガ
の
漬
け
物
を
作
り
ま
し
た
。

　
私
は
そ
の
土
地
の
旬
の
食
材
を
使
っ
て

料
理
を
作
る
こ
と
が
好
き
で
す
。
母
国
の

イ
ギ
リ
ス
で
も
、
地
元
で
採
れ
た
果
物
で

季
節
ご
と
の
ジ
ャ
ム
を
作
っ
て
い
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
で
で
き
る
漬
け
物

も
、
ジ
ャ
ム
同
様
そ
の
土
地
の
食
材
や
そ

の
と
き
の
旬
の
食
材
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
る
料
理
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は

日
本
に
来
て
か
ら
、
色
々
な
食
材
の
漬
け

物
を
食
べ
ま
し
た
。
季
節
ご
と
に
新
し
い

漬
け
物
と
出
会
う
こ
と
で
そ
の
た
び
日
本

の
食
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
が
日
本

に
漬
か
っ
て
い
く
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。

　
イ
ギ
リ
ス
に
帰
っ
た
ら
、
地
元
の
食
材

を
使
っ
て
漬
け
物
を
作
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

旬
は
買
っ
て
楽
し
む
も
の
？

今
回
指
導
し
て
く
れ
た
満

濃
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
の

小
亀
裕
子
さ
ん
。

　
旬
の
食
べ
物
を
食
べ
る

こ
と
に
よ
っ
て
季
節
の
変

化
を
感
じ
る
心
、
そ
の
季
節
に
し
か
食
べ

ら
れ
な
い
食
材
を
頂
く
こ
と
へ
の
感
謝
の

心
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
は
現
代
の
よ
う

に
季
節
を
意
識
し
て
旬
の
食
材
を
買
っ
て

『
旬
を
楽
し
む
』
特
別
な
も
の
と
は
違

い
、
日
々
目
に
す
る
山
の
変
化
や
畑
の
作

物
の
成
長
か
ら
感
じ
ら
れ
る
も
っ
と
生
活

に
身
近
な
も
の
で
し
た
。
私
が
子
ど
も
の

頃
は
冷
蔵
庫
や
輸
入
食
品
、
高
い
栽
培
技

術
が
な
か
っ
た
の
で
、
夏
の
野
菜
は
夏
に

食
べ
、
冬
の
野
菜
は
冬
に
食
べ
る
こ
と
が

当
た
り
前
で
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
そ
の

季
節
に
し
か
味
わ
え
な
い
食
材
を
楽
し
み

に
思
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
、
ス
ー
パ
ー
に
行
け
ば
主
な
食
材
は

１
年
中
買
え
ま
す
。
こ
れ
は
と
て
も
恵
ま

れ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
便
利
さ
と
引
き

換
え
に
、
食
卓
の
四
季
が
何
か
特
別
な
も

の
、
過
去
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う

で
寂
し
く
思
い
ま
す
。

土地と季節を
味わう漬け物

初めての手作り漬け物

阿
讃
の
大
相
撲

阿
讃
の
大
相
撲

　
琴
南
地
区
の
讃
岐
山
脈
稜
線
、
海
抜
八

百
メ
ー
ト
ル
程
の
山
頂
に
、
大
き
な
相
撲

場
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
場
所
は
、
土
器

川
源
流
か
ら
香
川
県
側
の
山
頂
に
向
か
っ

て
直
線
距
離
で
お
よ
そ
二
百
メ
ー
ト
ル
東
、

県
境
か
ら
三
百
メ
ー
ト
ル
程
北
に
寄
っ
た

所
で
あ
る
。

　
山
林
に
囲
ま
れ
た
山
頂

の
大
地
を
、
直
径
二
十
メ

ー
ト
ル
程
の
す
り
鉢
状
に

削
り
そ
の
斜
面
を
利
用
し

て
観
客
席
が
作
ら
れ
て
い

る
。
中
央
部
分
に
は
五
十

セ
ン
チ
程
の
高
さ
で
、
直

径
六
メ
ー
ト
ル
の
土
俵
が

あ
る
。
今
は
雑
木
が
林
立

し
て
い
て
、
横
を
通
り
過

ぎ
て
も
注
意
し
な
い
と
見

逃
し
て
し
ま
う
。

　
こ
の
相
撲
場
に
関
す
る

記
録
は
残
っ
て
お
ら
ず
、

詳
細
は
分
か
ら
な
い
。
古

老
の
話
に
よ
る
と
、
明
治

の
中
頃
ま
で
は
徳
島
・
香

川
の
人
達
が
集
ま
っ
て
大

が
か
り
な
相
撲
大
会
が
行

わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
相

撲
大
会
の
当
日
は
弁
当
を
作
っ
て
、
家
族

そ
ろ
っ
て
お
祭
り
気
分
で
観
戦
に
出
か
け

た
。
ま
た
出
場
す
る
力
士
は
、
普
段
か
ら

練
習
を
積
み
重
ね
、
地
域
の
名
誉
を
担
っ

て
戦
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
相
撲
場
の

規
模
か
ら
考
え
て
、
観
客
は
数
百
人
、
詰

め
合
わ
せ
れ
ば
千
人
を
超
え
る
人
々
を
収

容
で
き
た
と
考
え
ら
れ
、
当
時
の
賑
わ
し

さ
が
想
像
で
き
る
。

　
相
撲
場
は
真
鈴
峠
、
滝
奥
峠
、
立
石
峠

か
ら
二
双
峠
を
越
え
て
阿
讃
を
往
来
す
る

の
に
至
便
の
地
に
位
置
す
る
。
往
時
の

人
々
が
県
域
を
越
え
て
往
来
し
た
道
幅
一

間
（
約
一
、
八
メ
ー
ト
ル
）
程
の
古
道
が

今
も
確
か
な
姿
で
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
峠
道
に
向
か
っ
て
延
び
て
い
る
。

　
県
境
を
接
す
る
香
川
と
徳
島
は
、
借
耕

牛
を
始
め
と
す
る
産
業
や
文
化
の
交
流
が

盛
ん
で
、
阿
波
か
ら
讃
岐
へ
嫁
ぐ
人
も
多

か
っ
た
。
県
境
近
く
の
集
落
に
入
る
と
、

今
で
も
徳
島
訛
り
の
会
話
が
飛
び
交
う
。

娯
楽
の
少
な
か
っ
た
当
時
の
人
々
に
と
っ

て
、
相
撲
大
会
は
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
、

地
域
の
懇
親
を
深
め
る
絶
好
の
機
会
と
な

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
文
責
　
造
田
　
菅
原
　
良
弘
）
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72
新あなたと人権シリーズ（5）

　
〜
「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」
〜

　
施
設
職
員
や
勤
め
先
の
経
営
者
に
よ

る
暴
行
や
賃
金
未
払
い
、
家
庭
で
の
家

族
な
ど
に
よ
る
障
が
い
者
虐
待
を
防

ぎ
、
障
が
い
者
の
尊
厳
を
守
る
た
め
に

「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」
が
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
同
法
は
次
の
よ
う
な
障
が
い
者
虐
待

を
禁
じ
て
い
ま
す
。
▽
身
体
的
虐
待

（
暴
力
や
体
罰
な
ど
）
▽
性
的
虐
待

（
性
的
行
為
を
強
要
す
る
な
ど
）
▽
心

理
的
虐
待
（
脅
し
・
侮
辱
の
言
葉
を
浴

び
せ
る
、
嫌
が
ら
せ
な
ど
）
▽
ネ
グ
レ

ク
ト
（
食
事
や
排
泄
、
入
浴
、
洗
濯
な

ど
身
辺
の
世
話
や
介
助
を
し
な
い
、
必

要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
や
教
育
を

受
け
さ
せ
な
い
な
ど
）
▽
経
済
的
虐
待

（
本
人
の
同
意
な
し
に
財
産
や
年
金
、

賃
金
を
勝
手
に
使
う
な
ど
）
。
学
校
、

保
育
所
、
病
院
に
は
虐
待
防
止
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
虐
待
を
発
見
し
た
人
は
自
治
体
へ
通

報
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
相
談
者
や

通
報
者
が
不
利
な
扱
い
を
受
け
な
い
こ

と
、
通
報
の
秘
密
が
守
ら
れ
る
こ
と
が

法
律
に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
香
川

人
権
研
究
所
）

【
相
談
・
通
報
先
】

　
ま
ん
の
う
町
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

　
蕁
（
７
３
）
０
１
２
４

開催日時

2月5日（火）・14日（木）
9:30～13:00

場　　所

まんのう町立長尾会館生活改善室
（まんのう町長尾1582番地）

内　　容

講師指導のもと「ねぎパン」と
「豚汁」を作ります。

参　加　費

1,000円（当日集金します）
※昼食代・材料費・受講料込み。
　当日は、ハンドタオル・エプ
　ロンをご持参ください。

申し込み

1回の定員は先着8名です。 1月
31日（木）～2月4日（月）までに
長尾会館まで電話又はFAXに
てお申し込みください。
蕁79-2021　FAX 56-9068

　
感
謝
の
言
葉
、
お
礼
の
言
葉
と
言

え
ば
、
「
あ
り
が
と
う
」
で
す
。
こ

の
言
葉
は
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
欠

か
せ
な
い
大
切
な
言
葉
だ
と
思
い
ま

す
。
私
は
今
ま
で
に
「
あ
り
が
と

う
」
と
い
う
言
葉
で
、
心
が
ほ
ん
わ

か
し
て
気
持
ち
が
よ
く
な
っ
た
経
験

が
あ
り
ま
す
。

　
机
か
ら
消
し
ゴ
ム
が
落
ち
た
ら
、

す
ぐ
に
拾
っ
て
く
れ
た
り
、
一
人
で

配
り
物
を
し
て
い
た
ら
、
「
手
伝
お

う
か
」
と
言
っ
て
く
れ
た
り
し
ま

す
。
そ
の
度
に
、
私
の
心
は
温
か
く

な
り
、
自
然
と
「
あ
り
が
と
う
」
と

い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
す
。

　
こ
の
間
、
道
徳
の
時
間
に
、
「
あ

り
が
と
う
」
を
漢
字
で
書
く
と
「
有

り
難
う
」
と
書
く
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
有
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
意

味
か
ら
、
相
手
の
し
て
く
れ
た
こ
と

が
な
か
な
か
な
い
ほ
ど
す
ば
ら
し
い

こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
こ
と
を
知
っ
て
か
ら
、
「
あ
り
が

と
う
」
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
私
は
、
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
、
「
あ
り
が
と
う
」
の

大
切
さ
を
み
ん
な
に
知
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
、
元
気
い
っ

ぱ
い
の
明
る
い
ク
ラ
ス
で
す
。
休
み

時
間
に
な
る
と
、
友
達
と
遊
ん
だ

り
、
話
を
し
た
り
と
て
も
仲
良
し
で

す
。
け
れ
ど
、
け
ん
か
を
し
た
り
、

ち
く
ち
く
言
葉
を
言
っ
て
相
手
を
傷

つ
け
た
り
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
度
に
、
私
は
け
ん
か
の

な
い
楽
し
い
ク
ラ
ス
に
す
る
に
は
ど

の
よ
う
な
事
を
す
れ
ば
い
い
か
と
考

え
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
私
は
相
手
の
い
い
と
こ

ろ
を
見
つ
け
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

帰
り
の
会
の
「
い
い
と
こ
ろ
見
つ

け
」
も
そ
の
一
つ
で
す
。
い
い
と
こ

ろ
を
見
つ
け
て
も
ら
う
と
、
う
れ
し

い
し
、
自
分
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で

が
ん
ば
っ
て
い
る
友
達
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
相
手
の
悪
い
と
こ
ろ

ば
か
り
を
考
え
ず
に
、
「
あ
ん
な
と

こ
ろ
す
ご
い
な
ぁ
。
」
と
い
い
と
こ

ろ
を
見
つ
け
れ
ば
、
自
分
も
気
持
ち

よ
く
な
る
し
、
相
手
も
う
れ
し
く
な

る
と
思
い
ま
す
。
ち
く
ち
く
言
葉

は
、
言
う
人
も
言
わ
れ
た
人
の
ど
ち

ら
も
い
い
気
持
ち
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
私
も
、
ぜ
っ
た
い
に
言
わ
な
い

人
に
な
り
た
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
ク
ラ
ス
み
ん
な
が

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
ら
れ
る
ク
ラ

ス
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

四
条
小
学
校
　
四
年

山
口
　
陽
菜

四
条
小
学
校
　
四
年

岡
原
　
鈴
菜

阿
讃
の
大
相
撲

発
見
者
は
通
報
を
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ス…午前8時　5㎞コース…午前9時

40分［出発］35㎞コース…午前7時

30分　20㎞コース…午前8時30分、

10㎞コース…午前8時40分　5㎞コー

ス…午前10時［参加費］1500円　中

学生800円（5㎞コースは1000円、中

学生500円）、小学生以下無料（但

し保護者同伴）［申し込み期限］

3月9日（土）まで

▼申し込み先・問い合わせ先

讃岐うどんつるつるツーデーウオー

ク実行委員会事務局

蕁0877-45-4401

中讃広域行政事務組合・職員
［職種］行政事務（情報処理）［受

験資格］昭和52年4月2日以後に生ま

れた者で、民間企業等において情報

処理に関する職務経験が5年以上あ

る人でかつ「基本情報技術者試験」

またはそれと同等以上と認められる

試験に合格している人。［採用予定

人員］1人程度［受付期間］2月8日

（金）までの午前9時～午後4時※郵

送の場合は、2月7日（木）までの消

印で「特定記録郵便」のものに限り

ます。［試験日］2月24日（日）

［試験会場］中讃広域行政事務組合

（多度津町堀江五丁目11番地）［そ

の他］詳細については、試験案内を

ご覧ください。なお、受験申込書な

ど は 、 当 組 合 ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.chusan.or.jp）からダウン

ロードできます。

▼郵送、請求先・問い合わせ先

中讃広域行政事務組合総務課

〒764-0021

多度津町堀江五丁目11番地

蕁0877-58-5461

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

平成25年度
土器川「河川愛護モニター」募集
［応募資格］土器川に接する機会が

多く、河川愛護に関心を持ち、モニ

ターの活動が積極的にできる満20歳

以上の方で、土器川の近隣に居住す

る方［募集人員］3人程度［応募期

間］2月28日（木）まで［応募受付

先］国土交通省香川河川国道事務所

土器川出張所またはまんのう町建設

土地改良課※要来庁［選考結果］応

募者全員に3月中旬までに通知［委

嘱・任期］4月1日より1年間［手

当］月額4,500円程度

▼問い合わせ先

建設土地改良課

蕁0877-73-0107

香川河川国道事務所土器川出張所

蕁0877-22-8318

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

平成25年度
かがわ長寿大学受講生
［受講資格］香川県在住で平成25年

4月1日現在満60歳以上の方かつ過去

にかがわ長寿大学を受講したことの

ない方（かがわ長寿大学地域セミナ

ーのみを受講したことのある方につ

いては、受講資格あり。）［募集人

員］192名　※申し込み多数の場合

は、第3者による公開抽選により受

講生を決定。［募集期間］2月1日

（金）～2月28日（木）当日消印有

効［開講期間］平成25年4月～平成

27年3月（2年制）、年間26日間・1

時限90分・1日2時限（第1時限：午

前10時～11時30分、第2時限：午後1

時～2時30分）、1年生は原則として

月曜日、2年生は原則として火曜日

に開講。［会場］香川県社会福祉総

合センター7階大会議室（高松市番

町一丁目10番35号）［受講料］1年

間につき25,000円［申し込み方法］

往復はがきに、住所・氏名（ふりが

な）・生年月日・年齢・性別・電話

番号及び「かがわ長寿大学受講希

望」と記入し、下記まで送付。な

お、一人につき1枚です。

▼申し込み先・問い合わせ先

財団法人かがわ健康福祉機構

長寿社会部

蕁087-863-0222

〒760-0017　高松市番町一丁目10-35

募　　　集

出張ハローワークの開催について

大西　　翔

小西　　蓮

矢野　愛深

千葉　丈瑠

山下　琉聖

湧川　颯太

井上　芽依

曽我部祐二朗

　木　美空

森　　恵絆

大川　蒼斗

おおにし

尾鼻テルヱ

細谷　　進

伊達マサノ

峯俊　正幸

澤田　　枝

森　タカノ

大西　正行

千葉　幸男

横関　嘉一

近藤　淑子

増田　富子

杉野　　晃

近藤　　司

千葉　正枝

千　　節子

川瀧　義雄

堀田　　勉

京兼ミドリ

山内タガヱ

※ご家族やご遺族の了解を得て掲載しています。

敬
称
略 

／ 

12
月
届
け
出
分

生年月日 保護者名 地　区氏　名

達也

啓介

雅士

和史

修平

俊郎

卓哉

勝博

辰徳

一哉

和男

東高篠

七　箇

四　條

羽　間

七　箇

東高篠

西高篠

炭所西

四　條

吉野下

吉野下

11

11

11

12

12

12

12

12

12

12

12

22

27

28

4

11

12

13

16

17

18

22

敬
称
略 

／ 

12
月
届
け
出
分

死亡月日 年齢 地　区氏　名

90

79

87

94

84

96

87

86

86

61

90

70

84

88

74

85

65

90

94

佐　文

東高篠

大　口

造　田

中　通

川　東

吉　野

羽　間

帆　山

佐　文

炭所西

吉野下

七　箇

羽　間

吉　野

四　條

岸　上

四　條

七　箇

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

5

8

10

10

12

12

13

14

14

19

19

21

22

24

26

28

28

29

31

あ　み

かける

れんこ　にし

や　の

たけ　るち　ば

はや　たわきかわ

めぐ　はもりたか

あお　とおおかわ

りゅうせいやました

め　いいのうえ

そ　らたか　ぎ

ゆうじろうそ か べ

まさ　え

あきら

つかさ

とみ　こ

ゆき　おち　ば

か　いちよこぜき

よし　ここんどう

ほそたに すすむ

お　ばな

さわ　だ くに　え

だ　て

みねとし まさゆき

おおにし まさゆき

もり

すぎ　の

ます　だ

ち　ば

よし　おかわたき

やまうち

せつ　こち　ば

こんどう

ほっ　た つとむ

雹

きょうかね
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　2月27日（水）に献血キャンペー

ンを実施します。皆様の御協力をお

願いします。皆様の善意を生かし、

安全な輸血を行うため、400ml献血

のみの実施となります。

★有限会社　味源（宮田1019番地16）

　午前9時30分～11時30分

★まんのう町役場玄関ロビー

　午後1時～4時

　本町では、事務事業についての合

理化および効率化、経費節減の見直

しを進めています。

　これに伴い、平成25年1月より町

から口座振込でお支払いをした場合

の振込通知書（はがきの送付）は廃止

いたしました。

　皆様の通帳には、振込日・担当課

名等・金額が印字されますので、お

手数ですが、預金通帳の記帳により

入金のご確認をお願いします。振込

内容でご不明な場合は、通帳に表記

されます支払元の所属に直接お問い

合わせください。

▼問い合わせ先

まんのう町会計室　

蕁0877-73-0103

［レンタル期間］毎年度更新［受付

期間］3月4日（月）～3月15日（金）

［貸出の対象］幼児（6歳未満）が

2名以上いる世帯（同一世帯に1台ま

で）※6歳以上は道路交通法（第57

条第2項）により禁止されているた

め不可。保険料が別途必要。［貸出

台数］10台（申込み多数の場合は抽

選）

▼問い合わせ先

まんのう町総務課　

蕁0877-73-0100

司法書士無料出張相談会（無料）
［日時］2月2日（土）午前10時～午

後3時［内容］相続相談、登記相

談、法律相談［会場］丸亀市民会館

（丸亀市大手町2－4－20）

▼問い合わせ先

香川県司法書士会　企画部長

司法書士　担当　西尾　和之

蕁087-862-0239（担当者事務所）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

満濃池森林公園冬の野鳥観察会
（無料）
［日時］2月3日（日）受付：午前9

時～正午［集合場所］香川県満濃池

森林公園森林の館横東屋［内容］冬

鳥の観察をします。日本野鳥の会香

川県支部の専門家が案内をしてくれ

ます。ツグミ、アオジ、ジョウビタ

キ、ルリビタキ他が期待できます。

▼申し込み先・問い合わせ先

満濃池森林公園

蕁0877-78-3364

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

青少年育成　特別講演会（無料）
［日時］2月24日（日）午前10時開

演　※午前9時30分受付開始［会

場］まんのう町町民文化ホール［演

題］人づくりと私の人生～子育て、

ボランティア塾、社会人教育という

経験を通してお伝えできること、お

伝えしたいこと～［講師］人づくり

アドバイザー和食仁志先生［主催］

まんのう町青少年育成会議

▼問い合わせ先

まんのう町青少年育成会議事務局

（町教育委員会内）

蕁0877-73-0108

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第11回讃岐うどんつるつる
ツーデーウオーク
［開催日］4月6日（土）、7日（日）

［会場］JR坂出駅前市民広場［コ

ース］6日…崇徳上皇・へんろ道コ

ース　7日…瀬戸大橋・万葉の島コ

ース　※2日間とも5㎞、10㎞、20

㎞、35㎞の4コース［受付］10・

20・35㎞コース…午前6時から　5㎞

コース…午前9時から［出発式］35

㎞コース…午前7時　10・20㎞コー

献血にご協力ください！

口座振込通知書の廃止と
通帳記帳変更のお知らせ

幼児3人乗り自転車
レンタルについて

催　　し　　物

出張ハローワークの開催について出張ハローワークの開催について

　ハローワークの職員が、役場にて就職相談を行いま

す。予約の必要はありませんので、お気軽にご相談く

ださい。

［日時］2月28日（木）午後1時30分～3時30分

［会場］まんのう町役場本庁3階第1会議室

▼問い合わせ先

ハローワーク丸亀　蕁0877-21-8609

まんのう町産業経済課　蕁0877-73-0105

出張ハローワークの開催について

雹
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ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

神櫛神社の説明を受ける参加者大原自治会による獅子舞演舞

　
11
月
25
日
、
阿
讃
山
脈
縦
走
路
で
ト

レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ス
が
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
約
２
６
０
人
の
ラ
ン
ナ

ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ス

は
、
古
く
か
ら
香
川
・
徳
島
両
県
の
交

流
文
化
と
歴
史
が
培
わ
れ
て
き
た
県
境

の
峠
の
コ
ー
ス
を
走
る
こ
と
で
、
地
域

の
活
性
化
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
　
こ
の
日
は
、
ゲ
ス
ト
に
ト
レ
イ
ル
ラ

ン
ナ
ー
の
鏑
木
毅
氏
を
招
き
、
ロ
ン
グ

ク
ラ
ス
（
約
26
㎞
）
、
シ
ョ
ー
ト
ク
ラ

ス
（
約
15
㎞
）
に
分
か
れ
、
参
加
者
は

美
し
い
景
色
を
眺
め
な
が
ら
走
っ
て
い

ま
し
た
。

　
12
月
２
日
、
旧
琴
南
東
小
学
校
で
こ

と
な
み
土
器
ど
き
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
2

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
川
奥
若
連
中
の
獅
子
舞

演
舞
や
、
地
元
バ
ン
ド
の
ｍ
ａ
ｃ
み
あ

い
、
県
立
農
業
経
営
高
校
に
よ
る
拓
心

太
鼓
の
演
奏
の
ほ
か
、
夢
猿
（
ド
リ
ー

ム
モ
ン
キ
ー
）
に
よ
る
猿
の
芸
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
校
舎
内
で
は
、
絵
画
教
室
や

書
道
教
室
が
、
体
育
館
で
は
、
ク
リ
ス

マ
ス
リ
ー
ス
、
バ
ル
ー
ン
教
室
の
ほ

か
、
わ
ら
細
工
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
こ
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は

び
っ
く
り
大
根
コ
ン
テ
ス
ト
の
受
賞
産

品
の
発
表
式
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
そ

の
個
性
的
な
形
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
11
月
22
日
、
29
日
に
、
か
り
ん
会
館

で
満
濃
池
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、
満
濃
池
を
訪
れ
る
観

光
客
が
近
年
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
案
内
役
の
育
成
を
図
ろ
う
と
、
ま

ん
の
う
池
コ
イ
ネ
ッ
ト
主
催
で
開
か
れ

た
も
の
で
す
。

　
講
座
は
、
コ
イ
ネ
ッ
ト
の
齋
部
和
壽

会
長
、
闍
嶋
弘
事
務
局
長
ら
に
よ
る
池

の
歴
史
や
文
化
的
価
値
な
ど
に
つ
い
て

の
講
義
や
、
満
濃
池
周
辺
の
文
化
財
の

史
跡
巡
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
満
濃
池
に
詳
し
く
触
れ

る
い
い
機
会
に
な
っ
た
と
感
想
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。

　
12
月
9
日
、
長
尾
会
館
で
第
3
回
ふ

れ
あ
い
じ
ん
け
ん
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
館
内
で
は
、
町
内
の
幼
稚
園
・
小
学

校
・
中
学
校
生
徒
の
作
品
の
展
示
な
ど

の
ほ
か
、
ク
ラ
フ
ト
作
り
体
験
や
、
津

軽
三
味
線
同
好
会
に
よ
る
演
奏
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
屋
外
会
場
で
は
ピ
ザ
作
り
の

体
験
や
お
し
る
・
お
餅
の
振
る
舞
い
の

ほ
か
、
大
原
自
治
会
に
よ
る
獅
子
舞
の

演
舞
が
行
わ
れ
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。

　　

　
Ev
en
t 
S
ch
ed

ule
 in February

ゴールを競い出発するランナー

満濃池ボランティアガイド養成講座第3回ふれあいじんけんフェスタ

第2回阿讃山脈縦走路トレイルランニングレースことなみ土器どきフェスタ2012

夢猿（ドリームモンキー）による猿の竹馬
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行
事
予
定 

／ 

休
日
当
番
医
　
　
／ 

町
内
の
110
番
119
番
　  

／ 

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

（19:00～翌朝8:00）

　　　

　
Ev
en
t 
S
ch
ed

ule
 in February

2

15日金

7日木

14日木

14日木

14日木

28日木

28日木

4日月

7日木

14日木

21日木

21日木

28日木

3日日

10日日

24日日

17日日

11日月

いわさき循環器科内科クリニック

池田内科医院

永生病院

林医院

山田外科医院

岩闢医院

たかお整形外科医院

75-2700

73-2366

73-3300

75-5125

73-5211

75-5161

75-1127

※当番医は予告なく変更される場合があります。ご了承ください。

1月からの累計12月中区　　分

※かっこ内の数字は昨年同期の件数

祓川河川敷
グラウンド
（参加：72人）

【優　勝】
　安藤　　武（東高篠）
【準優勝】
　高橋　　猛（四　條）
【第3位】
　栗田久美子（四　條）

24
12

日

月

月

21日木

［要予約／健康増進課蕁73-0126］

要予約／
まんのう町社協蕁77-2991

（日・祝のみ）28日木 13:00～16:00

13:00～16:00

9:00～12:00

13:00～16:00

10:00～15:00

13:00～16:00

10:00～15:00

9:30～11:30

13:30～16:30

9:00～12:00

9:00～12:00

9:30～12:30

13:00～14:30

13:00～14:30

13:00～14:30

10:00～11:00

満濃農改センター

満濃農改センター

琴南農改センター

仲南支所

役場本庁

琴南農改センター

仲南支所

琴南農改センター

仲南支所

役場本庁

琴南農改センター

琴平ゆうあいの家

役場本庁

かりん健康センター

かりん健康センター

かりん健康センター

かりん健康センター

かりん健康センター

満濃農改センター

494（  453）

169（  161）

3（   7）

17（   11）

1008（1109）

59（ 51）

19（ 17）

1（ 1）

1（ 1）

80（ 96）

（件）

（件）

（件）

（件）

（件）

19日火

13日水

27日水

［要予約／健康増進課蕁73-0126］

13日水

15日金
6日水

　　

　
Ev
en
t 
S
ch
ed

ule
 in February

肥満症予防／
要予約／健康増進課蕁73-0126
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　配布についてのお問い合わせは、まんのう町企画政策課　蕁（73）0106まで。
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2月号の主な内容

●
発
行
／
〒
766-0022

　
　
　
　
香
川
県
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
吉
野
下
430番

地
　
　
　
　
ま
ん
の
う
町
企
画
政
策
課
　
☎
0877（

73）0106
●
平
成
25年

2月
1日
発
行

「
野
菜
た
ち

　
　
い
つ
も
健
康

　
　
　
　
　
は
こ
ん
で
る
」

「
赤
黄
緑

　
　
選
ん
で
食
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
健
康
体
」

満
濃
中
学
校
　
2
年
　
高
橋
　
佳
菜

琴
南
中
学
校
　
2
年
　
堀
江
　
真
紀

満濃南小学校 1年

山地 新

※所属名と学年は、応募時のもの

※この広報誌は、環境にやさしい「植物性インキ」
　を使用し印刷しています。

「育てて楽しい！ホウセンカ」

「みんなだいすき」

満濃南小学校 3年

工藤 聖良

仲
南
小
学
校
　
3
年
　
肥
谷
ケ
イ
ナ
リ
ン
麗

　
わ
た
し
は
、
11
月
26
日
月
曜
日
に
仲
南
荘
を

訪
問
し
ま
し
た
。
3
年
生
全
員
で
行
き
ま
し

た
。

　
は
じ
め
に
、
リ
コ
ー
ダ
ー
え
ん
そ
う
を
し
た

り
、
「
友
だ
ち
に
な
る
た
め
に
」
の
歌
を
手
話

で
歌
っ
た
り
、
「
仲
南
ロ
ッ
ク
ソ
ー
ラ
ン
」
を

お
ど
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
次
に
1
班
か
ら
6
班
に
分
か
れ
て
ゲ
ー
ム
を

し
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
5
班
で
「
的
当
て
」

を
し
ま
し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
が
「
見
え
な

い
。
」
と
言
っ
た
の
で
近
く
に
よ
せ
る
と
、
3

回
連
続
で
百
点
に
な
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
で

す
。
ま
た
お
じ
い
さ
ん
も
来
て
、
的
当
て
を
す

る
と
3
0
0
点
に
な
り
ま
し
た
。
お
じ
い
さ
ん

は
、
す
ぐ
に
は
わ
ら
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
3
回
も
来
て
く
れ
た
の
で
、
お
じ
い
さ
ん

は
心
の
中
で
は
、
き
っ
と
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
て

い
る
だ
ろ
う
と
気
が
つ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
お
年
よ
り
の
方
々
の
心
の
中
が
も
っ
と
も
っ

と
わ
か
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
仲
南
荘
訪

問
で
お
年
よ
り
の
方
々
に
よ
ろ
こ
ん
で
も
ら
え

て
よ
か
っ
た
で
す
。

仲
南
小
学
校
　
1
年
　
大
西
　
彩
巴

　
わ
た
し
た
ち
1
年
生
は
、
2
年
生
を
し
ょ
う

た
い
し
て
、
あ
き
の
お
も
ち
ゃ
大
か
い
を
し
ま

し
た
。
お
も
ち
ゃ
大
か
い
を
ひ
ら
く
た
め
に
、

1
年
生
ぜ
ん
い
ん
が
、
じ
ゅ
ず
玉
チ
ー
ム
、
ひ

っ
つ
き
む
し
チ
ー
ム
、
お
ち
ば
チ
ー
ム
、
ど
ん

ぐ
り
チ
ー
ム
、
ま
つ
ぼ
っ
く
り
チ
ー
ム
、
す
す

き
チ
ー
ム
に
わ
か
れ
て
、
あ
き
の
お
も
ち
ゃ
を

つ
く
り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
ひ
っ
つ
き
む
し
チ

ー
ム
で
、
ま
と
あ
て
ゲ
ー
ム
を
つ
く
り
ま
し

た
。
つ
く
り
な
が
ら
、
チ
ー
ム
の
3
人
で
は
な

し
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
く
ふ
う
し
ま
し
た
。
と

く
に
、
ま
と
あ
て
の
ボ
ー
ド
を
お
く
だ
い
を
つ

く
る
と
き
、
い
ろ
ん
な
む
き
に
う
ご
く
よ
う
に

し
た
の
が
一
ば
ん
の
く
ふ
う
で
す
。

　
お
も
ち
ゃ
大
か
い
の
ほ
ん
ば
ん
で
一
ば
ん
た

の
し
か
っ
た
の
は
、
ひ
っ
つ
き
む
し
チ
ー
ム
に

き
て
く
れ
た
2
年
生
と
あ
そ
ん
だ
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
、
ま
と
あ
て
の
て
ん
す
う
が
0
て
ん
か

ら
百
て
ん
ま
で
あ
っ
て
、
百
て
ん
を
と
る
と
ご

ほ
う
び
が
あ
る
の
で
、
う
れ
し
い
か
お
が
ひ
っ

つ
き
む
し
コ
ー
ナ
ー
を
あ
か
る
く
し
て
く
れ
た

か
ら
で
す
。
2
年
生
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
た
め

の
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
づ
く
り
も
た
の
し
か
っ
た

で
す
。
ま
た
し
た
い
な
と
お
も
い
ま
し
た
。

仲南小学校 3年

肥谷ケイナリン麗

仲南小学校 1年

大西 彩巴

仲
南
荘
訪
問
を
し
て

あ
き
の
お
も
ち
ゃ
大
か
い




